
 

 

 

子どもたちは、一人ひとり個性を持っています。目からの情報

を主な学びとする子、音に敏感な子、言語による習得が得意な子、

独特な知識習得感覚を持っている子など、子どもたちは様々な個

性で学びを積み重ねています。黒板にかかれた文字をノートへ書

き写すのが苦手な子どもなど、それ以外の感覚をフル動員して、

授業についていこうとする姿に、感心することもあります。 

 自分にとって効果的な学びをするには、「己を知る」ことがと

ても大切です。「己を知ること」が、学びの 9割を左右するとも

言われます。自分の特性をいかしつつ、自己に最適な学びの方法を得ることが、一番効率のよい

学習方法だからです。しかし、「己を知る」ことはとても難しく、他人との比較において、劣等感

や嫉妬心・憎悪感を抱いてしまいがちになります。とても危険な作業となっても、それでも比較

することでしか自分のことはわかりません。 

 そこで比較する対象を「過去の自分」「自分の理想像に近い人」にすると良いと思うのです。

「自分の理想像に近い人」は当然他人との比較になりますが、これは

「自分があこがれる人」という意味合いであり、その人を真似した

り、思い浮かべたりするとポジティブな気持ちになれる人のことで

す。あこがれている人の「真似」をしたり、その人の振る舞いを自分

も取り入れたりすることが大切になります。そんな自分を「過去の自

分」と比べて、明らかによくなっていれば上出来だし、たとえわずか

な進歩であっても、「昨日の自分よりよくなった」と思えれば十分で

す。 

 そのためには、まわりの環境の影響は大きく、自分が成長できるよ

うな環境を、自ら積極的に求めていく姿勢が必要となります。なぜな

ら「あの人みたいになろう」と思える対象が少ない環境では、自分の成長も感じづらいからです。

自分にある程度の刺激を与えてくれて、「背伸びをすれば届くかも知れない」と思えるような憧

れの人が身近にいるのが理想的な環境です。体が自然に動いてしまう子

には、スポーツの憧れの人や、運動ができる環境を。視覚より言語の能

力に長ける子には、世の文豪や本に親しめる環境を。己の特性を知りつ

つ、自分の成長をしっかりと感じ取れる環境と「あこがれの人」を準備

してあげることが大切だと感じています。 

 現在の教育課題として、「個別最適な教育」と「協働的な教育」のバ

ランス問題が話題に上がっています。今までの均一的な教育という価値

観にとらわれず、子の特性を見抜いて、その子が一番活躍できるような

環境を整えてあげることも大切な時代となったことを皆様にお知らせ

して、1学期のまとめの季節を迎えたいと思います。 
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 本校は５月２７日（金）に実施する予定だった６年生の奈良方面への校外学習。７月１２日（火）

に実施することを決定しました。 

昨年も一昨年も中止になった奈良への校外学習。今年度もステージ２の真っ只中であることが

想定されたため、延期または中止を決定しました。先ごろ、県独自の対策レベルが「レベル 1」に

引き下げられました。また、行先である奈良県についても感染者数等が比較的落ち着いた状況が

つづいていること、奈良への校外学習は社会科の学習の進度から考えて１学期中の実施が相応し

いことなどから、実施することにします。移動のバスでの車内の過ごし方や見学時等にコロナ対

策を万全に行うのは勿論、熱中症対策にも十分留意して実施したいと思います。 

６年生以外の学年の校外学習については、２学期に実施の計画をしています。今後のコロナを

取り巻く社会情勢にもよりますが、現在のところは予定通り実施する方向で考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真野小学校 ＵＲＬ：http://www.otsu.ed.jp/mano-e/ 

学校行事や学習活動の様子を随時紹介しています。是非ご覧下さい。 
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